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韓国におけるイカ釣り漁業の現状と今後の展望

崔　漸珍＊・金　大安＊＊・金　東守＊＊

Present　State　and　Future　Prospect　of　Korean　S〔luid　Jigging　Fishery

So同in　CHOI＊，Dae－An　KIM＊＊and　Dong－Su　KIM＊＊

Abstract：A　historical　review　on　Korean　squid　jigging　fishe可was　investigated　to　un（1erstan（1its　present　state　an（1

future　prospect．Korean　squi（1jigging丘shery，which　mainly　capt皿es　Japanese　common　squid，7104σ名046sρσo昴o郷，was

sma11－scale　before　the　World　War　II．It　had　been　rapidly　developed　from　the　end　of　l9501s　and　spread　to　the　distant

waters　since　the　end　of19701s　through　the　technological　developments　of　fishing　gear　and　fishing　method（e．g．fishing

lamp，fishing　boat　and　jigging　machine）．On　the　other　hand，Squid　has　been　ensured　the　top　of　the　fish　species　catch

record　in　Korea　in　recent　years，and　the　total　export　amount　of丘sh　processed　product　is　also　high。However，recent

Korean　squidjigging丘shery　have　involved　manyproblems　such　as　age　s柱ucture　ofthe丘shemen，10w　commercial

value　by　the　increase　of　import　and　fishing　ground　reduction　by　the　new　KoreanJapanese　fisheries　agreement　in　l998。

Cooperation　of　fishermen，researchers　and　other　stakeholders　in　domestic　and　intemational　levels，such　as　exchange

between　fishermen，researchers　and　govemment　parties　of　Japan，China　and　Russia，is　necessary　to　solve　these

problems．As　a　result　of　making　efforts　to　settle　problems　in　the　squid　jigging　fishery，Korean　squid　jigging　fishery　will

be　going　to　develop　as　one　ofthe　most　important　fisheries　in　the　intemationalization，
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1．はじめに

　イカ類は韓国東海岸における主要な水産資源の一つであ

り，この漁業の豊凶が漁業者や関連産業に与える影響は大き

い1）。この韓国東海岸域におけるスルメイカ漁業は，1941年

まで年間漁獲量が100～3200トン程度の極めて小規模な沿岸

漁業であった。しかし，1950年代後半から急速に発展して，

1970年代末には遠洋大型漁船によってニュージーランド，フ

ォークランド海域へ出漁するようになり，近年では韓国の魚

種別漁獲量の上位を占める漁業となった・

　このようなイカ釣り漁業の発展と共に，多くの調査研究が

行われてきた。たとえば，スルメイカの資源生物学的な研究

としては金2），林3），標識放流試験調査については朴4），

朴・林5）の報告などがある。最近の研究として，Parkand

Hue6），KimandLee7）は韓国の東海岸におけるスルメイカの

分布・回遊および漁況変動について報告している。Kim　and

Kang8）は韓国東海岸におけるイカの系群分析を行った。ま

た，漁業生産技術については，An　and　Choo9）によって集魚

灯光力と漁獲効果についての研究が行われた。しかしながら，

韓国におけるスルメイカ釣り漁業の実態や現状等について報

告した例は少ない。

　一方，日本では，水産庁韓国漁業研究グループ1・）によって

「韓国の水産業・漁業」において韓国のイカ釣り漁業の実状

について報告され，林11〉によって「韓国東海岸におけるスル

メイカ漁業」等により紹介された。しかし，これらの報告に

おいて使用された資料は20～30年前のものであり，現在の韓

国のイカ釣り漁業を反映したものではない。また，東海（日

本海）域におけるスルメイカの漁獲量は，1970年代後半から

増加傾向に転じており，東海（日本海）全体のスルメイカの

資源管理を検討するためには，韓国のイカ釣り漁業における
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発展過程と現状などについて漁獲量の変動を含めて整理して

おく必要がある。さらに，1998年の韓日新漁業協定の発効に

よって，自由に操業できた東海（日本海）の多くのイカ釣り

漁場を失った。一方，韓国内における経済状況は国際通貨基

金（IMF）による経済管理体制に入り，産業の構造改革と銀

行の貸し渋りにより，漁業経営体を圧迫しており，多くの水

産会社が倒産または合併されるなど，韓国内におけるイカ釣

り漁業を取り巻く環境は急激に変化している。

　そこで，東海（日本海）全体におけるスルメイカの有効な

資源管理を検討するために，韓国におけるイカ釣り漁業の実

態と現状等について近年の韓国水産統計年報，韓国水産協同

組合中央会の機関紙「セ漁民」，水・海洋産雑誌「現代海洋」

をはじめとする韓国のスルメイカ漁業およびスルメイカに関

する報告・統計情報などをもとに，韓国におけるイカ釣り漁

業の概要と漁具・漁法およびスルメイカの回遊・漁況等につ

いてまとめるとともに，今後の展望について述べる。

2．イカ釣り漁業の特徴

　1999年度に改正された韓国水産業法により，イカ釣り漁船

は漁船の総トン数によって沿岸，近海および遠洋イカ釣り漁

業の3つに分類される（表1）。沿岸イカ釣り漁業は，市・

道知事による許可漁業となっており，総トン数8トン未満の

漁船で行われている。操業海域は主に韓国東海岸および欝陵

島周辺である。最近は対馬周辺まで出漁している。近海イカ

釣り漁業は，海洋水産部長官（農林水産大臣）による許可漁

業となっており，総トン数8トン以上90トン未満の動力船で

行われている。操業海域は主に東海（日本海）中部および東

部の大和堆漁場などにおける暫定水域近辺を主な漁場として

いる。また，遠洋イカ釣り漁業は，国内基地式では60トン以

上，海外基地式では37トン以上の漁船で行われている。操業

海域はニュージランド，フォークランドなどの海外漁場であ

る。これら規模の異なる3種類のイカ釣り漁業における漁船

隻数の経年変化を図1に示した。同図によると無動力船は

1990年までおよそ1000隻あった。その後，減少して1995年に

は155隻になった。しかし，1996年から増加して1998年には

2000隻に達し，2000年現在では約！000に急激に減少している。

沿岸イカ釣り漁船は，1979年の約3000隻から徐々に増加して

1996年に4267隻となった。その後さらに1997年から急激に増

加して，！999年には8000隻となり，2000年現在では6638隻ま

で減少した’2）。これらの沿岸イカ釣り漁船のほとんどは自動

釣り機を装備してない手釣りによる漁船である。1997年から

沿岸イカ釣り漁船が急激に増加したのは市・道知事による許

可漁業であるため，許可を得るための手続きが比較的簡単で

あることに起因すると考えられる。その後，1998年韓日新漁

業協定が発効されると共に国際通貨基金（IMF）による経済

管理体制に入り，漁場の縮小，銀行などの貸し渋りによって，

漁業を辞める経営体が増加したため，2000年度に漁船隻数が

急激に減少したと考えられる。近海イカ釣り漁船は1979年の

629隻からゆるやかに増加して，1996年では951隻となった。

その後1999年からは韓日新漁業協定に関連した漁船減船事業

政策によって，近海イカ釣り漁船の隻数は減少傾向となって

いる。これらのイカ釣り漁船をトン数階級別にみると，2000

年現在，韓国のイカ釣り漁船隻数80％以上を越える6093隻が

5トン未満の沿岸イカ釣り漁船で占めている（図2）。すな

わち，韓国イカ釣り漁業のほとんどは企業型漁業経営体では
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図1　韓国におけるイカ釣り漁船隻数の経年変化

　　　（資料：韓国水産統計年報，1979－2000）

表！　韓国水産業法による釣り漁業の分類

　　　　漁船の規模

旧トン数（Gt．）　新トン数（Gt．）
主な操業海域　　許可分類

沿岸イカ釣り漁業　　　10トン未満の

　　　　　　　　　　　動力船

8トン未満の

　動力船

韓国沿岸

欝陵島周辺

市，道

知事許可

沿岸イカ釣り漁業　　　10トン以上

　　　　　　　　　130トン未満の

　　　　　　　　　　　動力船

8トン以上
90トン未満の

　動力船

山陰沖

大和堆

遠洋イカ　国内基地式　　80トン以上

釣り漁業　海外基地式　　50トン以上

60トン以上

37トン以上

ニユージランド

フオークランド

海洋

水産部

長官

許可

（韓国水産業法，！999年4月15日改定）
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なく，ごく零細な沿岸漁家が主体とになっている。

　次に，漁船の船齢分布について述べる。沿岸イカ釣り漁船

では，船齢5年未満船が約53％を占めて最も多い。近海イカ

釣り漁船では船齢5年未満の漁船と10年未満の漁船がそれぞ

れ約30％を占めている（図3）。イカ釣り漁船の船体材質は

沿岸漁船のほとんどが木船とFRP船で構成されている。近海

漁船はFRP船の割合が55％と最も高く，鉄船と木船がそれぞ

れ22％となっている（図4）。これらの結果を1997年当時の

資料13）と比較すると，沿岸および近海イカ釣り漁船では船齢
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図2　沿岸・近海イカ釣り漁船のトン数階級別隻数分布

　　　（資料：韓国水産統計年報，2000）
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　　　（資料：韓国水産統計年報，2000）
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図4　韓国における沿岸・近海イカ釣り漁船の船体材質別分布

　　　（資料：韓国水産統計年報，2000）

5年未満の比較的新しい漁船，特に！トン未満の小型船が増

加している。また，鉄船と木船の割合が減少してFRP船の割

合が増加している。

　一方，韓国におけるイカ釣り漁船の1隻当たりの従事者数

は，無動力船では3～5人，20～30トン級では約10～15人で

ある。また，これらの漁船は，いずれも他漁業との兼業船で

ある。日本では，30トン未満の小型イカ釣り漁船の平均乗組

員数は！～3名である。これに比べ，韓国の沿・近海イカ釣

り漁船では，乗組員数が多いのが特徴となっている。これは

韓国の沿・近海イカ釣り漁業において実施されている独特の

漁獲賃金分配制度によるものである。すなわち，漁船を持た

ない漁業者は，漁船を持っている漁業者の船に自分のイカ釣

り漁具を持ち込んで便乗して漁場まで行き，共同でイカ釣り

を行う，いわゆる，“相乗り”が一般的に行われているため

である。相乗りでは，各漁業者が漁獲した漁獲物の一部は漁

船の使用代などとして船主に支払われる14〉・

　遠洋海域を主な漁場とする80～120トン級の鉄船の乗組員

数は，手動ローラを使う漁船では約30－35人程度，自動イカ

釣り機を使う漁船では15ん20人である。さらに，大型の150

～200トン級漁船では，手動ローラを使う漁船で約35～40人

程度，自動イカ釣り機を使う漁船では20～25人で操業されて

いる。しかし，近年自動イカ釣り機の導入による操業と漁船

の操船の自動化により1隻当たりの乗組員数は減少する傾向
となっているエ5）。

　韓国の近海イカ釣り漁業に従事する乗組員の年齢分布を図

5に示した。近海イカ釣り漁業に従事する乗組員の約60％が

40才以上であり，30才までの若い世代は約8％程度に留まり，

漁業者の高齢化が著しく進んでいる’6）。

　以上のように，韓国におけるイカ釣り漁業は，小型船によ

り多数の乗組員で操業が行われ，高齢化が進んでいるといえ

る。
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図5　韓国の近海イカ釣り’漁船における乗組員の年齢分布

　　　（資料：漁業経営調査報告，1996）

3．漁獲量

　韓国近海で主に漁獲されるイカの種類とその学名および漁

業生産統計対象魚種となっているスルメイカとコウイカの

2000年の漁獲量について表2にまとめた・これらのイカ類の

中で主要な漁獲対象となるのはスルメイカである・梱・スル

メイカは韓国の東・南沿岸および日本沿岸，東シナ海，太平

洋等に分布し，メスは外套長20～25cmで成熟して，水温15

～20℃の海域で産卵する。夏生まれ群の産卵は7～8月，秋

生まれ群では9～11月，冬生まれ群では3～4月である’9）。

　韓国の沿・近海および遠洋イカ釣り漁業における1965～

2000年度のイカ類（スルメイカとコウイカを含む）の漁獲量

の経年変化を図6に示した。イカ類の総漁獲量は，1960年代

は7万トン前後であった。その後，1970年代に入って減少し

始め，1977年には約3万トンまで減少した。しかし，1980年

代に入って遠洋イカ釣り漁船による漁獲が加わり漁獲量は急

激に増加して，1990年代前半までは28万トン前後の水揚げ量

を維持していた。しかし，！998年には，前年度の半分以下の

8万トンまで急激に減少した・これは海外漁場における漁獲

不良と1998年における韓国内の経済危機による漁業経営体の

出漁放棄や倒産などによるものである。遠洋イカ釣り漁業に

よるイカ生産量は1980年代初頭の約2千トンから，1985年以

降漁獲量は急激に増加して，1992年にはイカ類の全漁獲量の

60％を超える18．4万トンのピークとなった。これらの遠洋イ

力釣り漁船による漁獲物が国内へ輸入され1986年度から価格

が下落し始め，その傾向はさらに漁獲量の増加とともに1987

年から1992年まで続き2α21），その後も国内消費の減少と近海

漁場における豊漁による魚価低迷が現在まで続いている。

　沿・近海イカ釣り漁業は，1986年以前は漁獲量の年変動が

激しかったものの，その後は沿・近海イカ釣り漁業共に漁獲

量は徐’々に増加した。1996年には近海イカ釣り漁業は，約

12．6万トンの最大の漁獲量を記録してから，漁獲は減少傾向

となっている・沿岸イカ釣り漁業では1998年約3．3万トンを

漁獲して以降は増加傾向となっている12）。韓国のイカ釣り漁

業における生産量の内訳を日本のものと比較すると，日本で

は沿岸，遠洋漁船による生産量が多いのに対して韓国では遠

洋，近海漁船による生産量が非常に多い13。また，韓国にお

けるスルメイカ漁業は，すでに述べたように1970年代の後半

から急速に発展したことを考慮しても，漁獲量の年変動が極

めて大きく，来遊資源量の年変動と深い関係がある。すなわ

ち，1980年代以前の韓国漁船は全般的に小型でごく沿岸部で

操業が行われた。このためスルメイカの来遊による漁場が沿
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ト
ン
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図6　韓国のイカ釣り漁業におけるイカ類の漁獲量経年変化

　　　　（資料：韓国水産統計年報，1965－2000）

表2　韓国沿岸で漁獲されるイカの種類

日本名 英名 学名 漁獲量（2000年）

スルメイカ

コウイカ

ホタルイカ

シリヤケイカ

アオリイカ

トビイカ

ケンサキイカ

ヤリイカ

Japanesecommonsquid

Cuttle　fish

Firefly　squid

Japanese　spineless　cuttle五sh

Bigfin　reef　squid

Ryukusquid

Swordtip　squid

Arrow　squid

To4α7046sρα6醇℃％s

S砂宛θso％」6％如

四伽αsθn短so∫窺薦α％s

S砂観」σノ砂o初oσ

Sのfoホ6漉腕sZ6sso％吻zσ

5ン”zφ渉6ホo’oz躍h誌o∂‘zJα％∫θηs∫s

LoZ磐06伽」∫s

1）oη渉6z‘〃3∫s配ε6舵71

226，309トン

　1，267トン
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岸域に形成されるか近海域に形成されるかによってイカ資源

の利用が大きく影響されるため，漁獲量の年変動が大きくな

ったと考える11）。

　漁業種によるスルメイカの漁獲状況を図7に示した・韓国

におけるスルメイカ漁獲量のほとんどは釣り漁業によるもの

であった。しかし，1990年代に入ってからはトロールやまき

網などによる漁獲量も増加して，現在は様々な漁業種がイカ

を漁獲対象物としている。このような同一魚種における漁業

種間の競合は，韓日新漁業協定の発効による漁場の縮小と沿

岸資源の減少によって一層激しさを増やしており，各漁業種
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図7　韓国におけるスルメイカの漁業種類別・年別漁獲量変化

　　　（資料：韓国水産統計年報，1979－2000）

間における漁業者らの主な紛争原因となっている・

　次に，韓国におけるスルメイカの地域別・月別漁獲量につ

いて検討した。1980～2000年までの各地区別の漁獲割合の変

化を図8にまとめた。1980年代の各地区別漁獲割合は，欝陵

島を含めた慶尚北道が34％と最も多く，続いて江原道が29％，

釜山市が10％であった。その後，1990～2000年までには釜山

市が37％と急激に増加して，次に欝陵島を含めた慶尚北道が

33％となり，！980年代まで首位を占めていた江原道の生産は

1！％に減少した。いずれの年代においても東海岸の江原道か

ら慶尚南道にわたる3地区で全体の90％を漁獲しており，韓

国の南側において生産量の増加が顕著であった。一方，1979

年以前の西海岸ではスルメイカの漁獲はほとんどなかった

か，あったとしても東海岸に比べて，極めて少量であった13）・

22）。これは，西海岸では塩分濃度の低い黄海冷水が卓越した

ため，この海域に東シナ海から流入するスルメイカ幼生を補

給する強い暖流が存在しなかったことが主な原因であると考

える23〉。しかし，1980年代からは海況の変化と西海岸のイカ

釣り漁場の開発により漁獲量が増加し始め，1980－1990年平

均総漁獲量の18．6％が漁獲された。これらの韓国西海岸で漁

獲されたスルメイカは，西海岸で産卵されたものではなく，

その大部分が韓国の南海および東シナ海で産卵されて，韓国

西岸に来遊した「秋生まれ群」と推定される24）。！990年代に

入ってからは，西海岸におけるイカの漁獲は減少し，現在ス

ルメイカを対象とするイカ釣り漁業は主に韓国の済州道から

慶尚南道，慶尚北道および江原道を経て北朝鮮の成鏡南道に

いたる南海岸の一部と東海岸で行われている。

　図9に示した1965年から2000年までにわたる各年代の月別

平均漁獲割合から，ほぼ周年にわたってスルメイカは漁獲さ

れている。主漁期は8～12月であり，この時期の漁獲量は年

間総漁獲量の約80％に達する。そのうち8～10月の3か月間

に年間総漁獲量の約50％を漁獲している。特に，近年最盛漁
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図8　スルメイカの地域別漁獲割合（資料：韓国水産統計年報，！980－2000）
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図9　年代別スルメイカの月別漁獲割合変化

　　　（資料：韓国水産統計年報，1965－2000）

期である9月期の漁獲量が減少し，10～2月期の漁獲量が増

加する傾向となっている。

4．漁期・漁場および漁況

　韓国東海岸で主に漁獲されるスルメイカのほとんどは“秋

生まれ群”であり，この資源水準や回遊状況がイカ漁業の豊

凶を決めている25）。韓国の東海岸を中心とした月別の漁場変

化を図！0にまとめた。近海大型漁船では対馬を中心とした韓

国の南海岸で操業が1～6月まで行われ，7月になると江原

道の注文津・墨湖沖合でも操業が始まる。その後，漁場は拡

大して漁況も次第に活発になり，9月の盛漁期には江原道，

慶尚北道の沿岸一帯で操業が行われ，大量に漁獲される4－5）・

26）。江原道，慶尚北道沿岸を中心に9月に盛漁期となるのは，

初夏のころからこの沿岸域で滞在しながら成長した資源に加

え，日本海沖合の極前線帯の北側域に分布していた資源が交

接後に産卵回遊にはいり，韓国東海岸へ向って南下移動して，

この沿岸域に来遊するためである27）。この資源は盛漁期をす

ぎると徐々に主漁場が南下して，早期南下群は10月には対馬

沿岸に達する。これら，6～！0月に韓国東海岸で漁獲される

スルメイカは，その成長過程や漁期など3）から考えて，6～

9月に東海（日本海）沖合に広範に分布しているもの28）と同

一の系群に属しており，その分布の西端域にあたるものと判

断されている。対馬地方ではこれを秋イカ（彼岸イカ）と呼

んでおり，長崎・福岡・山口・佐賀県などの5トン前後の小

型イカ釣り漁船によって短期間に大量に漁獲されるu）。

　東海岸で漁獲されるスルメイカの外套長組成の範囲は，夏

生まれ群が12～28cm，秋生まれ群が10～30cm，冬生まれ群

が10～24cmである19）。月別外套長組成推移は年によって大き

く変動しているが，1965年の6～12月に注文津港に水揚げさ

れるイカの外套長組成は6月では21cm前後，7月では22～

23cm，8月では23～24cm，9月では25cm前後，11月では

24cm，12月では23cm前後である3）。これらの各月別の外套

長組成の傾向は，伊東ら28）による東海（日本海）沖合域にお

ける6～9月の各月別の外套長組成とほぼ一致している。

　しかし，最近は閑漁期である冬と春にも漁獲されている29〉。

11月から翌年！月にかけて，ややまとまって漁獲されるスル

メイカは，東海（日本海）北部から直接，あるいは太平洋側

から津軽海峡を西進して東海（日本海）に移動してきたのち，

冬季に東海（日本海）を南下する“冬生まれ群”である。そ

の資源量は“秋生まれ群”よりも大きいと考えられている。

しかしながら，韓国東海岸における冬季の漁獲量が，8～10

月の“秋生まれ群”を対象とする時期に比べて遥かに少なく，

40。
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　　　　　　　誕瞬

’
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図10　韓国東海岸における月別漁場変化（資料：沿近海漁業概論，1989）
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図ll　韓国沿岸のイカ釣り漁況と海流の強さの関係（A，B：不

　　漁年C：豊漁年）（資料：沿近海漁業概論，1989〉

年変動が大きい・これはこの群の南下が比較的日本寄りの海

域を南下することと，その南下時期が北西の季節風が強い12

～1月の冬季であるため，出漁日数が少ないことが原因であ

ると考えられている’1）。

　スルメイカの漁況は寒流と暖流の勢力変化による潮目およ

び水温躍層の形成による影響が大きいことが報告されている

17）。韓国の沿岸における寒流と暖流の分布状況と漁況との関

係を図11に示した。寒流の南下勢力が強く，暖流の主流が沖

合へ移動した年（図11－A）や，寒流が接岸して南北に沿岸

沿いに北上し，暖流の北上が弱い年（図11－B）には不漁に

なる。一方，寒流と暖流の勢力が均等に形成されて，潮目が

岸近くに南北方向に形成された年（図！1－C）は，一般に好

漁になることが報告されている・5）。しかし，スルメイカの漁

況はこれらの要因だけではなく，水温躍層の深さ，表中層の

温度差等によっても大きく影響を受ける1）。

A B C D

E
」

i
E
イ 蟻

E F ノ弼

図12　韓国のイカ釣り漁具（A－D　l在来式，E：ローラ式手動釣り

　　機，F：自動イカ釣り機）（資料：沿近海漁業概論，1989）

5．漁具および漁法

韓国のイカ釣り漁具の種類を図12に示した。A～Dは日本

の漁具名として当てはめると鉤具，ツノ，ソクマタ，連結式

と言った従来の手釣り漁具である。AとBは水面に浮上した

ものを，C，Dは水面下数mに分布しているものを対象にし

た漁具である。Eはローラ式の手釣り漁具で，Fの自動イカ

釣り機が普及する以前に使用されていた。現在の沿岸・近海

イカ釣り漁船では，漁場が沖合まで拡大したのに伴い，自動

イカ釣り機の使用が増加している。しかし，沿岸近くで操業

している無動力漁船および小型漁船ではローラ型の釣具によ

る手釣が現在でも主流となっている（写真1－A）。

　集魚灯は1960年代から白熱灯が使用され，1980年代に省エ

ネ光源としてメタルハライド灯が導入された。2000年現在は

動力漁船のほとんどがメタルハライド灯を使用している。集

魚灯1個当たりの光源出力は1．5kWと2kWのものが主流と

なっているため，日本のイカ釣り漁船より集魚灯の数が多い。

一方，無動力漁船では石油ランプまたは蓄電池による白熱灯

を使用して操業を行っている29）。

　イカ釣り漁業における集魚灯の装備状況（表3）は，10ト

ン未満の沿岸漁船では，光源出力は1975年当時，2。0～

28。5kW（光源出力平均！6．1kW）であった。しかし，1988年

には光源出力は4．5～48kW（出力平均43．9kW）となり，さら

に1991年には平均57．73kWまで増加した30）。大型漁船では，

さらに光源出力の増加は顕著であった。このような沿岸・近

海イカ釣り漁船の光源出力の増加傾向を受けて，韓国水産庁

では！986年5月に近海イカ釣り漁船に対する乗組員数および

集魚灯光源出力を規制した（表4〉。しかし，すでにその当

時の集魚灯の装備状況がすでに規制内容をはるかに超えてい

たため，十分に機能しないまま形骸化した。その後，1993年

から1996年まで日本の全国漁業組合連合会を主体に実施され
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表3　韓国のイカ釣り漁業における集魚灯の光源出力

漁船トン数
（新トン数）

集魚灯光源総出力（kW）

平均 範　囲
集魚灯種類

1975年
（40隻）

一10

10－15

20－40

50－70

！6．1

30．2

56

88．4

2－28。5

18－48

44．72

74－120

白熱灯

1988年
（34隻）

　．5

5－10

30－40

18．5

43。9

84．4

4．5－45

36－48

57－130

メタルハライド灯

　　白熱灯

1991年
（120隻）

　一10

10－20

40－50

50－70

70－80

80－100

100－110

57．7

82．4

131．5

146．7

163

179．9

206．6

18－88．5

24－126

123－140

108－180

126－210

140－242

172－240

メタルハライド灯

（資料：韓国水産業協同組合中央会，1993）

表4　近海イカ釣り漁船における乗組員および集魚灯光源出力規制

韓国水産庁告示（1986年） 韓国水産庁告示（1998年） 日本（1997年）

トン数
（Gt。）

光源出力
（kW）

乗組員
（人）

トン数
（Gt．）

光源出力
（kW）

トン数
（Gt．）

光源出力
（kW）

　一30

30－40

40－50

50－70

70－80

80－！10

110－ll5

115－145

！45一

52

60

72

76

84

88

96

100

108

23

25

28

29

30

31

33

34

36

一10

10－20

20－50

50－70

70一

100

1！0

180

200

230

　一30

30－100

180

250

A）

　　50

　　40
頻
　　30度

　　20
（％）

　　10

　　0

N＝47

16－20　　21トン以上

200

B）

　　50

　　40
頻
　　30度

　　20
（％）

　　10

　　0

0－5 6－10　　　　　11－15

　　　トン数（Gt．）

N＝47

200kW以上

　　　　光
　　　　源

c）　労

　　　（kW〉

150

100

50

0
0－50　　　　51－100　　　101－150　　　151－200

　　　　　　光源出力（kW）

⇔〈＞

．．9金＿．　　一一二

　　　⇔、、〈》

　　φ

　　　　〆

1998年規制値

10トン未満船100kW
20トン未満船110kW
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トン数（Gの

15 20

図13　欝陵島における小型イカ釣り漁船の集魚灯光源出力装備状況（資料：1993年欝陵島港内調査）



韓国におけるイカ釣り漁業の現状と今後の展望 9

潜　　目
〃脈、　　六

集魚灯

漁場

漁獲量

　　灘

1960　　　　　　1970 1980 1990 2000 2010

年代

図14　韓国のイカ釣り漁業の時代別変遷

た光源出力適正化事業31）の影響を受けて，韓国国内において

もイカ釣り漁船に対する新しい集魚灯光源出力の規制が1998

年から実施された（表4）。

　最近のイカ釣り漁船における集魚灯の装備状態について，

韓国で最もイカ釣り漁業が盛んな欝陵島所属の小型イカ釣り

漁船47隻を対象に，1993年に調査した結果を図13にまとめた。

欝陵島のイカ釣り漁船は約80％が10トン未満の漁船であった

（図13－A）。これは欝陵島周辺がイカ釣りの主要な漁場とな

るため，小型漁船での操業が可能であるという地域的な特性

によるものである。また，多くの漁船は1隻当たりの光源出

力は約101～150kWの範囲に分布している（図！3－B）。トン

数と光源出力の関係（図13－C）には正の相関関係が見られ

る。すなわち，トン数の増加とともに各船の光源出力も大き

くなり，！0トンクラスの漁船では70～125kW，19トンクラス

の漁船では150kWの光源出力を有している。同時期の日本の

イカ釣り漁船31）と比較すると，地域によって多少異なるもの

の，5トン以上の漁船の光源出力は100～150kWの範囲に多

く，300kW以上の光源出力を持つ漁船も多い。また，日本に

おいてもトン数の増加に伴い各船の光源出力も増加して10ト

ンクラスの漁船では50～250kW，19トンクラスの漁船では50

～330kWの範囲にあり，日本のイカ釣り漁船の方が全体的に

韓国のイカ釣り漁船より大きい光源出力を有していた。

　このように両国内とも集魚灯光源出力の規制が存在してい

るにもかかわらず，主に大和堆などの漁場で操業を行ってい

る両国の漁業者は，お互いに相手国の光源出力が高いこと訴

えている32）。これは主に両国の漁業者間の情報交換と交流に

よるお互いの理解が欠けていることに起因する。以上述べた

イカ釣り漁業における漁具・漁法，漁場等の変遷過程を年代

別に整理して図14にまとめた。

6．イカ釣り漁業の経営とその流通

　韓国の近海イカ釣り漁船における漁業経費の経年変化を図

！5に示した。漁業経費の中で最も多くの部分を占めているの

は乗組員の賃金と燃料費であり，続いて漁船修理費と販売費

などの占める割合が高くなっている16）。乗組員の賃金は1988

年から毎年急激に増加しており，漁業者の高齢化と漁業人口

の減少などと相まって漁業経営に負担をかける要因となって

いる。ちなみに，韓国のイカ釣り漁業における賃金制度は，

最初に実物分配制から発展して，乗組員が自分のイカ釣り漁

具を持ち込んで乗船して釣りを行う，いわゆる相乗り制度を

経て，最近は主に歩合制にもとづいた固定給料制度に発展し

ている。特に，相乗り制度は漁業者を個人事業主として見る

こともでき，船主との関係では被雇用者とも言える特殊な労

働慣行が成立しており，主に韓国の東海岸において行われた。

日本においても！960年代までは青森県八戸地方を中心に普及

していた認）Q

　韓国のイカ釣り漁船により漁獲されたスルメイカは，主に

10トン未満の小型漁船では鮮魚として（写真1－B），50ト

ン以上の近海漁船では冷凍にして水揚げされており　（写真

1－C），そのほとんどがスルメに加工されて，大部分が海

金
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　　　　　　年別
韓国の近海イカ釣り漁船における操業経費の経年変化

（資料：漁業経営調査報告，！996）
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費者に供給するようになった。さらに，水産業漁業協同組合

の登場により，漁獲された水産物は指定された水産業漁業協

同組合の委託販売所を通じて水揚げ，販売されるように法律

（水産資源保護令第2！条）で定められるようになり，水産加

工品については工業製品と同じ流通経路で販売することも認

められた。水産業漁業協同組合による委託販売は，イカを始

めとする水揚げされた水産物の一般的な流通経路として定着

しており，現在も主な水産物流通経路となっている。この場

合，販売経路によって多数の仲買人が入るため，生産地価格

と消費者価格には大きな差が生じる。しかし，！996年12月31

日に水産資源保護令の一部が改定されたことによって指定場

所を通じた水産物の水揚げおよび委託販売は自由化されて，

漁業者はより利益が得られる，様々な流通経路を通して生産

物を販売することができるようになった。特に，1998年から

は全国的に超高速インターネット網が普及され，生産者，仲

買人などによるネット販売も活発的に行われており，次世代

の流通経路として注目されている。これは，流通の初期段階

における市場での直接売買の機能をインターネットが代行し

たことにより，これによって生産者と消費者を直結すること

によって，消費者は漁獲物をより安く買うことができ，漁業

者はより高い利益を得ることが出来る。

7．今後の展望

　韓国のスルメイカ釣り漁業は零細な規模で始まり，1950後

半以後に飛躍的に発展して，1990年代には魚種別漁獲量では

タラ類に次ぐ第2位を占めており，水産物加工製品の輸出総

額に占める割合も高い。しかしながら，韓国のイカ釣り漁業

における主な生産は，海外漁場と近海漁場による割合が高く，

沿岸漁場による漁獲依存度は低い。一方，漁業を巡る国際的

な環境は大きく変化している・FAOによる責任ある漁業が

1995年から発動し，漁業資源保存，管理のために様々なガイ

ドラインが定められた。また，各国の200海里経済水域設定

によって公海および他国の経済水域内での操業は一層難しく

なっている。特に，韓国の東沿岸海域においも1998年から

200海里経済水域が設定されており，今後，韓国の沿岸にお

ける生産の依存度は一層高まると考える。しかしながら，産

業発展に伴う海洋環境汚染や不法漁業などによって沿岸漁場

は極めて深刻な状態におちいっており，資源は枯渇している

のが現状である。沿岸漁場における生産依存度を高めるため

には，まず，競争力のある産業とするために漁業者の意識改

革が最も必要であり，次に沿岸資源を保護するために，徹底

的な不法漁労の監視と取り締まりなどの政策的な沿岸漁場の

保全と修復が必要である。特に，漁場の縮小による同一漁場

内における他漁業種との競合等の問題については，その対策

が至急検討されなければならない。

　イカ釣り漁業と関連した全般的な問題点としては，漁業者

の高齢化と後継者不足，水産物市場の全面開放による外国産

イカの輸入増加による魚価の低迷等が取り上げられる。さら

に，今までは漁獲されたスルメイカのほとんどがスルメに加

工されて流通していた。しかし，食生活の多様化に対応する

ためには付加価値が高い加工食品の開発が必要である。これ

らの諸問題は，国際化時代に向けた韓国のイカ釣り漁業が生

き残るためには乗り越えなければならない今後の課題であ
る。

　これらの課題に対する解決策として実行されている国内外

の例を取り上げて紹介する。日本の小型イカ釣り漁船では，

イカ釣り漁船の運用および自動イカ釣り機による操業の自動

化によって1～2人の乗組員により出港から入港まで全ての

作業を行っている。このような自動イカ釣り機の導入は漁業

経費の中で最も多く支出される人件費の節約と漁業就業者の

減少による乗組員の不足といった問題を解決するための鍵と

なる。さらに，操業の自動化によって，厳しかった漁業労働

が緩和され，高齢者でも操業できるようになると共に若い世

代の漁業への新規加入者を増加させる可能性がある。また，

イカ釣り漁業においては集魚灯によって消費される燃料の経

費が多い。この点については漁業用集魚灯として発光ダイオ

ード用いた省エネ集魚灯を開発するための研究開発も進んで

おり，消費電力が少ないことから次世代の省エネルギー光源

として期待されている35）。一方，イカ釣り漁業における経済

的な漁業経営のために，日本では1997年から30トン未満の小

型イカ釣り漁船に対し，韓国では1998年度から沿岸および近

海イカ釣り漁船に対して，光力規制を全国的に実施しており，

現在，多くの漁業者からの支持を得ている。このように漁業

者問での不必要な光源出力の過剰競争を適正光力と言う手段

を用いて解決し，燃費を節減し，経済的な漁業経営を図るこ

とは注目すべき行政措置の一つである。

　最近，イカの刺身用としての需要増加に伴い，多くの沿岸

漁船が飼育いけすを装備して活イカとして水揚げするように

なった。これは漁業者の所得増加だけではなく，物流関連産

業の発達に及ぼす影響も大きく，付加価値を増すために進め

るべき一つの方法である。しかし，船上および陸地での活魚

運搬の際，狭い水槽内での過剰密度によるストレス，共食い

などによってイカが死亡したり，傷などが発生して大きな問

題点となっている。活イカの生産地から消費地まで鮮度を保

ったまま運搬できる方法を開発する必要がある。活イカの運

搬法については，日本では円筒形ビニールに海水とイカを1

個体ずつ入れ，濾過装置によって水の流れを作り，運送する

方法が開発されている。この方法は，大型水槽によって大量

に運送する方法より手間はかかるが，死亡，傷などがなく消

費者まで鮮度を保ったまま運搬できる・

　漁場内での他の漁業種との漁獲競合と200海里経済水域設

定による漁場の縮小については，スルメイカに対する漁業種

別漁獲可能量（TAC）の設定による解決が望まれる。TAC制

度に基づいて漁獲枠を配分するには，国内における漁業者お

よび各関係者の協力が必要である。さらに，イカ資源と東海

（日本海）海域を共同で利用している日本，ロシア，北朝鮮，

中国と言った関連国の漁業者，研究者および政府関係者の協

力も必要である。例えば，日本の全国漁業協同組合連合会と

韓国の韓国水産業協同組合中央会が主軸となって韓日・日韓

民問協議が1998年から持続的に開催され，両国のイカ釣り漁

業における漁業者間の情報交換と相互理解の増進並びに両国

が共有する漁場内における安全操業と資源管理のための協



12 崔・金大安・金東守

問題点 国内外における改善方法 展望

漁業者の高齢化と
後継者不足

水産物市場の全面開放による
外国産イカの輸入増加

価格安定の問題

食文化多様化時代の付加
価値が高い加工食品の開発

イカ釣り漁船の操船，

操業の自動化

経済的な漁業経営推進の
ためにイカ釣り漁船の
光力規制設定と新しい
省エネ光源開発

生産者と消費者を結ぶ
産地直送などの
流通システム開発

飼育いけすによる
活魚として水揚げ

「一
乗組員削減による
人件費の節約

燃費節減を始めた経済的な
漁業経営に役に立つ

漁業者の所得増進

漁場内での他漁業種との競合r→、

設定による漁場縮小　　一レ

漁業種別漁獲可能量（TAC）設定と漁

獲資源利用のネットワーク化，沿岸
漁船減隻による漁場利用の効率化

政府および国家間の
対応策が必要

流通関連産業の発達

国内における漁業者，

研究者，政府関係者の
協力が必要

十

各国間の漁業者，研究者
政府関係者の協力が必要

十

　　国際ネットワーク化
（B本，ロシア，北朝鮮，中国）

図17　韓国のイカ釣り漁業における現在の問題点および今後の展望

議，懇談会が開催され，様々な意見が交換されるとともに問

題点を解決するための努力が続けられている。現在は韓日の

2国間で行っているが，今後関連国問の多国間における意見

交換を実施する必要がある。以上の韓国内外におけるイカ釣

り漁業と関連した問題点とその改善方法および今後の展望に

ついて図17にまとめた。

　最後に，韓国におけるイカ釣り漁業は漁獲を増大するため

の釣り機，そして集魚灯等の漁具・漁法については長い間に

渡って改良，開発が続けられてきた。これらのイカ釣り漁業

と関連した様々な技術は，現在のハイテク産業の発展と伴い，

さらに進歩し続けると考えられる。また，イカ釣り漁業と関

連した問題については，多方面からのアブローチによって一

つ一つ解決して行く努力が必要である。このような努力によ

って韓国のイカ釣り漁業は海，魚，人間の環境を配慮した地

球にやさしい重要な漁業の一つとして，今後さらに発展する

ものと考える。
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